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静 岡 県 企 業 局  
● 電 話　054-221-2153 
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東アジア文化都市 2023 静岡県

https://culturecity-shizuoka.jp/apply-chouka/ 東アジア 静岡県 

富士山長歌作曲コンクール応募〆切迫る!!

静岡県では、東アジアの文

化都市のレガシーとして、富

士山を讃え詠んだ万葉集中

の山部赤人と高橋虫麻呂の

長歌を歌詞に、誰にでも親し

まれ、品格ある富士山賛歌の

作曲コンクールを行うこと

としました！
※応募規定や応募方法など、詳細は下記ＨＰを御覧ください！

 

新たな工業用地の開発を支援しています！

企業局では、工業用地の開発を積極的に推進するため、工業用地等開発可能性調査（基本

調査及び詳細調査）を実施する市町に対し、補助金による財政的支援や、企業局技術職員に

よる技術的支援を行っています。 

毎年、政令市を除く県内全市町に要望調査やヒアリング、現地視察を実施しており、平成

24 年度の補助金制度開始からこれまでに 31 地区が交付対象となっています。 

今年度は沼津市、三島市、湖西市で調査を実施しています。 

企業局は今後も、企業誘致や雇用機会の増大など地域振興に寄与する事業として、新たな

工業用地の開発に取り組む市町を積極的に支援していきます。

▼富士大淵工業団地 
平成 29 年度基本調査実施　令和４年度完成

　令和４年４月撮影

静岡県内は山林が多く、工業用

地に適した土地を見つけるのが困

難な状況となっています。 

そこで工業用地の造成に当た

り、事前に調査を実施し、現地の

状況や法規制等を調べることで、

工業用地としての適性が分かり、

スムーズに造成を行うことができ

ます。

調査にはどんな
メリットがあるのか
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訓練実施日　令和５年８月２９日（火） 

訓練内容　　参加希望の工業用水道ユーザー様を対象に行います。 

◇ メール及びＦＡＸを使った情報伝達訓練 

　　ユーザー様と企業局の連絡体制の確認を行います。 

◇ 「災害時管路情報システム」による工水被害状況確認訓練 

　　断水情報、復旧見通しなど事業再開の目安となる情報を発信します。

【災害時管路情報システムとは？】 

工業用水道の断水状況や復旧見通し等の情報をスマホや 

パソコンで確認できます。（ユーザー様のみが閲覧可能です） 

 

【URL】 

 
【二次元コード】 

https://shizuoka.gisadmin.geocloud.jp/webgis/login.html

【企業局より　緊急時連絡用のメールアドレス御登録のお願い】 

大地震が発生すると、しばらくの間、電話やＦＡＸが不通となる恐れがあります。 

緊急時に相互の情報を伝達する複数の手段確保のためメールアドレスの登録をお願いします。 

【登録方法】 

「災害時の連絡先の登録様式※」を御記入の上、各事務所宛送信願います。 

静岡県企業局東部事務所総務課メール　kigyou-tobu@pref.shizuoka.lg.jp 

西部事務所総務課メール　kigyou-seibu@pref.shizuoka.lg.jp 

※ 御登録いただいたメールアドレスは、防災関係情報以外には使用いたしません。 

　 登録様式については、訓練の案内時に送付いたします。 

※上記URL、もしくはバーコードリーダーから

ログイン画面にアクセスできます。 

防災訓練への参加について、御協力お願いいたします。

企業局では、大規模災害時に用水供給ができなくなる事が想定されることから、災害時の早

期復旧に向けた応急体制を確立するために、工業用水道ユーザーの皆様と連携した防災訓練を

実施しています。今年度も、以下のとおり訓練の実施を予定していますので、積極的な御参加

をお願いいたします。

 

ユーザーの皆様と連携した防災訓練を実施します！ 

mailto:kigyou
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 氏名 役職

 朝月 雅則 浜松市水道事業及び下水道事業管理者

 石巻 幹子 石巻幹子会計事務所 公認会計士

 小泉 祐一郎 静岡産業大学 教授

 上坂 美乃 株式会社上坂 代表取締役社長

 樋口 徹 東京成徳大学経営学部 教授

 古郡 英治 富士商工会議所 専務理事

 山田 慎也 一般財団法人静岡経済研究所 理事

 山本 麻美 株式会社富永事業 代表取締役

 

経営評価委員会を開催しました！

今回いただいた御意見を生かし、 

より一層の健全経営に努めてまいります。 

＜御出席いただいた委員の皆様＞（敬称略）

企業局の事業について委員の皆様に理解を深め

ていただくことを目的に、会議に合わせて、藤枝

高田工業団地進出企業の工場見学及び寺谷浄水場

の現地視察を行いました。 

　工場見学では SSK フーズ株式会社様から AGV に

よる工場内の搬送自動化、重力を利用した垂直型

生産プロセスなどについて説明をいただきまし

た。また、浄水場では水質管理における AI の導入

などについて職員から説明を行いました。

企業局では、外部の有識者等から幅広く意見・提言を得て、経営の効率性や事業実施過程の 

透明性について一層の向上を図るため、「静岡県企業局経営評価委員会」を設置しています。 

去る８月７日、今年度第１回目の経営評価委員会を開催しました。会議では、企業局の３事 
業（工水・水道・地域整備）の令和４年度決算概要や、各事業ごとの取組状況、企業局経営戦 
略（第４期中期経営計画）の進捗状況の説明等を行いました。

視察の様子（寺谷浄水場水質管理センター）

＜会議での意見等抜粋＞

○静岡県東部の工場の設備更新時期が来ているが、設備更新に当たっては別の土地が必要と

なるため、地元企業がそのまま存続できるよう市と連携し基礎調査を実施してほしい。 

○国が示しているアナログ規制に対する点検見直しや2024年のトラックドライバーの時間外

労働上限規制など、社会情勢の変化についての情報に敏感でいることが重要だと考える。 

○企業局が実施している投資有価証券の運用は、資金が滞留する中で収益確保の有効な取組

であるが、金融市場の不安定な動向もあるので、運用リスク回避の方針等を確認したい。 

○中小企業だと DX や省力化・効率化を図る取組に対して公共の補助が受けられるので、公営

企業である企業局も国からの補助を上手く利用できないか検討して欲しい。

※経営評価委員会の詳細（会議資料、会議録など）は、今後、企業局ホームページに掲載予定です。 

「企業局」⇒「経営評価委員会」 

会議の様子（企業局西部事務所会議室）
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７月の使用水量は、前年度同期比で、駿豆水道は 87.5％、榛南水道は 95.6％、遠州水道は 99.6％と減

少し、全体では 97.7％となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千ｍ3、％） 

 
 
　　  

　　 ７月の使用水量は、前年度同期比でふじさん工水(富士川)は 101.5％、西遠工水は 101.3％、湖西工水
は 103.2％と増加し、柿田川工水は 82.6％、ふじさん工水(東駿河湾)は 89.6％、静清工水は 86.9％、中

遠工水は 98.3％と減少し、全体では 89.5％となっています。　　       　　 　　（単位：千ｍ3、％） 

 

 
水道名 基 本 水 量 (日量)

基本水量 a 使用水量 b 使用率 b/a
 ７月分 累　計 ７月分 累　計 累　計
 

駿　豆

当 該 年 度 100 3,000 12,200 740 2,886 23.7
 前 年度 同期  100 3,000 12,200 846 3,357 27.5
 前年度同期比 100.0 100.0 100.0 87.5 86.0 　
 

榛　南

当 該 年 度 27 810 3,294 420 1,675 50.9
 前 年度 同期  27 810 3,294 439 1,762 53.5
 前年度同期比 100.0 100.0 100.0 95.6 95.1 　
 

遠　州

当 該 年 度 292 8,763 35,636 5,004 20,124 56.5
 前 年度 同期  292 8,763 35,636 5,025 20,115 56.4
 前年度同期比 100.0 100.0 100.0 99.6 100.0 　
 

合　計

当 該 年 度 419 12,573 51,130 6,164 24,685 48.3
 前 年度 同期 419 12,573 51,130 6,310 25,234 49.4
 前年度同期比 100.0 100.0 100.0 97.7 97.8 　

 
工水名 基 本 水 量 (日量)

基本水量 a 使用水量 b 使用率 b/a
 ７月分 累　計 ７月分 累　計 累　計
 

柿田川

当 該 年 度 100 3,000 12,200 2,388 10,304 84.5 
 前 年度同 期 100 3,000 12,200 2,890 11,682 95.8 
 前年度同期比 100.0 100.0 100.0 82.6 88.2 　
 

ふじさん 
(富士川)

当 該 年 度 26 766 3,069 660 2,625 85.5 
 前 年度同 期 25 749 3,030 650 2,572 84.9 
 前年度同期比 102.4 102.3 101.3 101.5 102.0 　
 

ふじさん 
(東駿河湾)

当 該 年 度 305 9,162 36,684 6,697 28,075 76.5 
 前 年度同 期 309 9,265 37,118 7,475 29,510 79.5 
 前年度同期比 98.9 98.9 98.8 89.6 95.1 　
 

静　清

当 該 年 度 46 1,386 5,601 1,015 4,091 73.0 
 前 年度同 期 50 1,504 6,134 1,168 4,482 73.1 
 前年度同期比 92.2 92.2 91.3 86.9 91.3 　
 

中　遠

当 該 年 度 33 997 4,054 412 1,542 38.0 
 前 年度同 期 34 1,017 4,137 420 1,572 38.0 
 前年度同期比 98.0 98.0 98.0 98.3 98.1 　
  

西　遠 

当 該 年 度 30 894 3,573 617 2,423 67.8 
 前 年度同 期 30 900 3,600 609 2,390 66.4 
 前年度同期比 99.3 99.3 99.3 101.3 101.4 　
  

湖　西 

当 該 年 度 17 495 1,983 312 1,170 59.0 
 前 年度同 期 16 496 1,986 302 1,157 58.3 
 前年度同期比 100.3 99.7 99.9 103.2 101.2 　
 

合　計

当 該 年 度 557 16,700 67,164 12,101 50,230 74.8 
 前 年度同 期 564 16,931 68,205 13,514 53,365 78.2 
 前年度同期比 98.7 98.6 98.5 89.5 94.1 　
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